
食
品
ロ
ス
と
は

　
「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
手
つ
か
ず
の
食

品
や
食
べ
残
し
な
ど
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る

の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
の
現
状

　

令
和
元
年
10
月
、「
食
品
ロ
ス
の
削
減

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

国
や
自
治
体
、
事
業
者
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ

れ
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
環
境
省
の
令
和
６
年
度
の
推
計

で
は
、
食
品
ロ
ス
は
、
約
４
７
２
万
ト
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
で
は
、
市
と
共

催
で
お
お
た
け
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
市
内
一
斉
清
掃
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
「
お
お
た
け
の
ま
ち

を
ク
（
９
）
リ
ー
ン
に
し
（
４
）
よ
う
で
ぇ

〜
（
ｄ
ａ
ｙ
）」
の
ご
ろ
合
わ
せ
か
ら
、
自

治
会
な
ど
で
行
っ
て
い
る
地
区
清
掃
を
９

月
の
第
４
日
曜
日
に
市
内
で
一
斉
に
行
う

こ
と
に
よ
り
、「
き
れ
い
で
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、
平

成
26
年
の
市
制
施
行
60
年
の
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
清
掃
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
感
染
対
策
、

ま
た
熱
中
症
な
ど
に
気
を
つ
け
て
無
理
の

な
い
よ
う
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　食品ロスは、一人一人が「もったいな
い」という意識を持ち、日常生活のちょっ
とした行動で削減できます。みんなで食
品ロスの削減に取り組みましょう。
◇ 家庭でも、外食時でも食べきれる量を

心がけ、残さず食べましょう。
◇ 買い物の前に冷蔵庫の中をチェック

し、買い過ぎないようにしましょう。
◇ 消 費 期 限 や 賞 味 期 限 をこま め に

チェックしましょう。
◇ 食材は上手に使い、無駄なく使い切り

ましょう。
◇ 食べ切れる量を考えて調理しましょ

う。また、食べ切れなかった場合は、冷
凍するなど、保存方法を工夫しましょ
う。

◇ 生ごみは、しっかり水切りし、ごみの
減量に取り組みましょう。

◇ ペットボトルの飲み残しも食品ロスに
なりますので、できるだけ飲みきるよ
うにしましょう。

きれいで快適なまちづくり

おおたけクリーンキャンペーン
９月28日●日　各地区一斉清掃

問い合わせ
　公衆衛生推進協議会（リサイクルセンター内）
　☎ 59-2112

「ひろしま環境の日」一斉行動
毎月第１土曜日は「ひろしま環境の日」です。

環境整備課 ☎59-２１５４
家庭で、職場で、できることからはじめましょう。

9月のテーマ9月のテーマ
こまめに節水習慣を
身につけよう！
～節水からつながる温暖化対策～

No.
86

合
言
葉
は「
も
っ
た
い
な
い
」

減
ら
そ
う
食
品
ロ
ス

　
　
　
―
年
間
４
７
２
万
ト
ン
が
ご
み
に
―

問
い
合
わ
せ　

環
境
整
備
課
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
52
５
１
０
１

食品ロスを出さない工夫 【
事
例
】

　

サ
イ
ト
で
会
員
登
録
し
よ
う
と
ス
タ
ー

ト
を
押
し
て
移
動
し
た
画
面
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
情
報
を
入
力
し
た
ら
、
別
の
事

業
者
の
サ
イ
ト
に
飛
び
、「
５
日
間
の
無

料
期
間
後
に
月
額
７
５
０
０
円
か
か
る
」

と
表
示
さ
れ
た
。
事
業
者
の
連
絡
先
が
分

か
ら
な
い
。

　

次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
場
合
、
別
の

　

反
対
側
で
待
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
到

着
時
刻
な
ど
は
、
標
識
が
立
っ
て
い
る
時

刻
表
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

※
こ
い
こ
い
バ
ス
に
『
片
側
バ
ス
停
』
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、『
お
が
た
ピ
ア
』『
黒

川
会
館
』
は
、
大
竹
駅
行
き
と
玖
波
駅
行

き
の
停
留
所
が
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
の
で
、
利
用
す
る
際
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
大
竹
・
栗
谷
線
や
坂
上
線
の
バ
ス
で
は
、

バ
ス
停
標
識
が
道
路
の
片
側
に
し
か
な
い

停
留
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
『
片
側
バ

ス
停
』
と
呼
び
ま
す
。

片
側
バ
ス
停
で
の
乗
車
方
法

　

道
路
の
片
側
に
し
か
バ
ス
停
標
識
が
な

い
と
き
も
、
バ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。
標

識
が
立
っ
て
い
る
場
所
か
ら
道
路
を
挟
ん

だ
反
対
側
で
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

事
業
者
の
広
告
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○

ス
タ
ー
ト
な
ど
の
表
示
の
周
辺
に
「
×
」

な
ど
が
あ
る
。

○

ス
タ
ー
ト
な
ど
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
変

わ
っ
た
画
面
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
当
初
利
用
し

よ
う
と
し
た
サ
イ
ト
と
関
連
が
な
い
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

○

「
ス
タ
ー
ト
」
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
も
、

広
告
で
は
な
い
か
と
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

○

登
録
完
了
メ
ー
ル
が
届
い
て
い
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
請
求
を
こ
ま
め
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

○

事
業
者
へ
の
申
し
出
方
法
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
場
合
や
不
安
に
思
っ
た
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

海
外
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
は
、

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８
に
電
話

す
る
か
、
ま
た
は
越
境
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
報
道
資
料
（
令

和
６
年
５
月
29
日
）
と
チ
ラ
シ
よ
り
）

越
境
消
費
者
セ
ン
タ
ー
は

こ
ち
ら
か
ら
。

道路の片側にしかバス停標識がない
停留所（片側バス停）のバス待合場所
では、道の反対側で待ってください。

消費者
シリーズ
消費者
シリーズ
No.292No.292

そのスタートボタン
別サイトの広告カモ⁉

問い合わせ
　◆市消費生活センター（産業振興課内）☎57-3236
　　【相談日】火・金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　９時～12時・13時～16時
　◆消費者ホットライン☎188（泣き寝入りイヤヤ）

バ
ス
停
が
道
路
の
片
側
し
か
な
く
て
も
大
丈
夫

大
竹
・
栗
谷
線
と
坂
上
線
の

片
側
バ
ス
停
で
の

バ
ス
乗
車
場
所

問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

☎
59
２
１
４
２
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６
月
25
日
に
「
手
話
に
関
す
る
施
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
（
手
話
施
策
推
進

法
）」
が
施
行
さ
れ
、
国
連
の
「
手
話
言

語
の
国
際
デ
ー
」と
同
じ
９
月
23
日
が「
手

話
の
日
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
次
の
よ
う
な
手
話
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

が
あ
り
ま
す
。
活
動
時
間
や
曜
日
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52
２
２
１
１
）

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
活
動
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

○

手
話
「
さ
つ
き
」

○

手
話
「
マ
マ
と
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
の
会
」

○

手
話
「
ぽ
ぽ
ん
た
」

　

受
給
資
格
の
あ
る
方
（
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
済
み
期
間
と
免
除
等
期
間
の
合

計
が
10
年
以
上
で
あ
る
）
は
、
65
歳
か
ら

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
受
け
取
り
の
前
に
年
金
額

を
増
額
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
年
金
受
給
開
始
前
▲

付
加
保
険
料
制
度

　

通
常
の
国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
て
月

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

で
、
年
金
額
を
増
額
で
き
る
制
度
で
す
。

納
付
は
申
し
込
み
月
か
ら
の
開
始
と
な
り

ま
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数
に

２
０
０
円
を
掛
け
た
額
が
、
年
金
額
に
加

算
さ
れ
ま
す
。

年
金
保
険
料
免
除
や

国
外
在
住
の
期
間
が
あ
る
場
合

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
納
付
猶
予

や
学
生
納
付
特
例
を
含
む
）
を
受
け
た
方

や
、
海
外
在
住
期
間
の
あ
る
方
は
、
免
除

を
受
け
ず
全
額
納
付
し
た
方
と
比
べ
、
老

齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
年
金
額
を
満
額
に

近
づ
け
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

追
納
制
度

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額

に
近
づ
け
る
た
め
に
、
免
除
な
ど
の
承
認

を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
免
除
の
承
認
か
ら
３
年
度
以
上
経

過
し
た
期
間
の
保
険
料
を
追
納
す
る
場

合
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

任
意
加
入
制
度

　

年
金
の
満
額
支
給
を
受
け
ら
れ
な
い
方

で
、
追
納
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
方
や
、

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
た

い
方
が
加
入
で
き
る
制
度
で
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
が
対
象
で
す
。

①
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
保
険
料
の
全

額
納
付
済
期
間
が
40
年
に
満
た
な
い
方

　

65
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
で
受
給
額
を
満
額
に
近
づ
け

ら
れ
ま
す
。

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
が
な
い
方

　

70
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
で
、
受
給
資
格
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

③
海
外
に
在
住
す
る
、
日
本
国
籍
を
持
つ

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
や
受
給
資

格
の
確
保
の
た
め
に
任
意
加
入
が
で
き
ま

す
。

▼
年
金
受
給
開
始
時
期
▲

繰
り
下
げ
受
給

　

老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金
を
65

歳
か
ら
で
は
な
く
、
66
歳
か
ら
75
歳
（
生

年
月
日
が
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
の
方

は
70
歳
）
に
な
る
ま
で
の
間
に
請
求
す
る

こ
と
で
、
65
歳
到
達
月
か
ら
実
際
に
受
給

を
開
始
し
た
月
の
前
月
ま
で
の
月
数
ご
と

に
０・
７
％
の
年
金
額
が
増
額
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　

増
額
さ
れ
た
年
金
は
、
繰
り
下
げ
請
求

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

年金
の

はなし

年金
の

はなし

年金
の

はなし

年金
の

はなし
№347 年金を増額できる制度№347

問い合わせ
　広島西年金事務所　☎082-535-1505
　保 健 医 療 課　☎59-2141

福祉
の

とびら

福祉
の

とびら
No.117No.117

９月23日は
「手話の日」です―
問い合わせ
　福祉課　☎59-2146

　

認
知
症
に
な
る
と
、
記
憶
力
や
判
断
力

は
低
下
し
ま
す
が
、
一
度
に
全
て
の
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
人
の
思
い
を
大
切
に
温
か
い
気
持
ち
で

関
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

認
知
症
の
方
や
家
族
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
周

囲
の
人
の
認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
が
必

要
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の

方
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者

の
こ
と
で
す
。
認
知
症
の
症
状
・
種
類
・

治
療
法
・
関
わ
り
方
・
予
防
法
な
ど
、
一

緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
特
別
な
こ
と
を

す
る
人
で
は
な
く
、
地
域
や
職
場
で
困
っ

て
い
る
人
へ
の
見
守
り
や
声
掛
け
を
す
る

こ
と
で
認
知
症
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま

す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、
市

内
の
ス
ー
パ
ー
や
銀
行
、
小
学
校
な
ど
で

も
開
催
し
て
お
り
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
増
や
す
こ
と
で
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　

講
座
を
修
了
し
た
方
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
し
と
な
る
グ
ッ
ズ
を
贈
呈
し
ま

す
。

　

図
書
館
で
は
認
知
症
に
関
す
る
図
書
の

紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○

認
知
症
カ
フ
ェ
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
い
こ

か
！

○

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ

○
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

○
は
い
か
い
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

○

認
知
症
ケ
ア
パ
ス

○

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

各
取
り
組
み
へ
の
参
加
申
し
込
み
や
問

い
合
わ
せ
、
認
知
症
に
関
す
る
相
談
は

メ
ー
プ
ル
ヒ
ル
病
院
合
併
型
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

不
動
産
鑑
定
士
と
税
理
士
に
よ
る
不
動

産
の
鑑
定
価
格
、
賃
料
、
交
換
、
税
金
、

そ
の
他
不
動
産
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
相

談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

と　

き

　
10
月
１
日
㈬　
10
時
〜
15
時
30
分

　
（
受
け
付
け
15
時
ま
で
）

と
こ
ろ

○

広
島
会
場

広
島
不
動
産
鑑
定
士
協
会　
北
会
議
室

（
広
島
市
中
区
八
丁
堀
６-

10　
ア
セ
ン
ド

八
丁
堀
５
階
）

○

廿
日
市
会
場

廿
日
市
市
役
所
１
階
１
０
２
会
議
室

（
廿
日
市
市
下
平
良
１-

11-

１
）

申
し
込
み

　
当
日
会
場
で
受
け
付
け

と　き
　９月 25日㈭　14時～ 15時 30分
ところ　市立図書館
対　象　市内在住または勤務の方
講　師　西村幸雄さん
　　　　（認知症地域支援推進員）
申し込み　９月 19日㈮までに電話で氏
名、電話番号、住所をメープルヒル病院
合併型センターへ。
※認知症サポーター養成講座を開催した
い企業や地域の方からの相談もお待ちし
ています。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
―
個
人
で
、
家
庭
で
、
地
域
で
、

　
　
認
知
症
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
―

問
い
合
わ
せ

　

メ
ー
プ
ル
ヒ
ル
病
院
合
併
型
セ
ン
タ
ー　

☎
57
７
４
６
１

不動産の無料相談会

問い合わせ
　広島県不動産鑑定士協会
　☎082-228-5100

９
月
は﹁
認
知
症
月
間
﹂で
、９
月
21
日
が

認
知
症
基
本
法
で
﹁
認
知
症
の
日
﹂
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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